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様式第2号(第5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 
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司会（田口課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡野会長 

 

 

司会（田口課長） 

 

 

 

 

司会（田口課長） 

 

 

木部委員 

 

 

 

司会（田口課長） 

 

 

事務局（齋藤主幹） 

 

事務局（折原係長） 

 

司会（田口課長） 

 

 

○平成２６年度第１回久喜市地域公共交通会議 

 

１．開会 

 

 ただ今から、平成２６年度第１回久喜市地域公共交通会議を開始したいと存

じます。 

久喜市地域公共交通会議条例第７条第２項により、久喜市地域交通会議の会

議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない旨、規定していると

ころでございます。 

本日は、２５名中、１９名の委員さんに出席いただいておりますので、本会

議が成立していることを、まずご報告させていただきます。なお、中村委員、

神山委員、鈴木友彦委員、山田委員におかれましては、本日欠席の旨の連絡を

受けております。 

また、現在の傍聴者は、０人でございます。 

本日の会議を開催するにあたり、委員の皆様に連絡がございます。本年４月

１日付けの人事異動に伴いまして、委員の変更がございました。久喜市の酒巻

委員の後任に、岡野市民部長が委員となられましたので、紹介をさせていただ

きます。なお、岡野委員につきましては、酒巻前会長の後任といたしまして、

久喜市地域公共交通会議の会長をお願いしたいと存じます。それでは、岡野部

長、ごあいさつをお願いします。 

 

皆さんこんにちは。市民部長の岡野と申します。今日はどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

次に、関東運輸局埼玉運輸支局の高山委員の後任に、木部首席運輸企画専門

官が委員となられましたので、岡野会長から委嘱書を交付いたします。 

 

 ≪委嘱書を交付≫ 

 

 それでは申し訳ございませんが、木部委員さんから自己紹介をお願いいたし

ます。 

 

 ただいまご紹介をいただきました、埼玉運輸支局で輸送監査担当の首席をし

ております木部と申します。前任の高山同様、この会議に参加させていただき

ますのでよろしくお願いいたします。 

 

 続きまして、同じく人事異動に伴います事務局職員を紹介させていただきま

す。それでは新たに担当となった職員でございます。 

 

 生活安全課の齋藤と申します。よろしくお願いします。 

 

 同じく生活安全課交通係の折原と申します。よろしくお願いします。 

  

 続きまして、本日の配布資料の確認をお願いいたします。本日の資料は、事

前に委員の皆様に郵送にて送付させていただいております。 

 本日の次第でございます。 
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事務局（折原係長） 

続きまして、資料１ 久喜市市内循環バスの利用状況 

資料２ 久喜市デマンド交通の利用等状況 

資料３ 久喜市デマンド交通に関するアンケート調査（案） 

以上が本日の資料となります。よろしいでしょうか。 

 

 それでは次第に基づきまして、会議を進めさせていただきたいと思います。

まず始めに会議開催に当たりまして、岡野会長からあいさつをお願いいたしま

す。 

 

２．会長あいさつ 

 

改めまして皆さんこんにちは。委員の皆様には、大変お忙しいところ、ま

た、お暑い中、平成２６年度第１回久喜市地域公共交通会議にご出席をいただ

きまして、誠にありがとうございます。 

私は、先程ご紹介をいただきましたが、本年４月の人事異動にて市民部長を

拝命いたしました岡野晴一と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本市における公共交通でございますが、委員の皆様のご尽力によりまして、

昨年の10月22日から、デマンド交通の運行と市内循環バスの延伸がスタートい

たしました。その後、約９箇月が経過いたしましたが、この間、市民の方から

は、「身近な交通機関が確保できてよかった」などの声が寄せられているとこ

ろでございます。 

特に、デマンド交通につきましては、合併後の重要な政策の一つとして取り

組んでまいりまして、市民の皆様にも高い関心を持っていただいております。

私ども行政といたしましては、今後とも、積極的に利用推進に努めてまいりた

いと考えているところでございます。 

また、本日の会議では、デマンド交通や市内循環バスの利用状況などにつき

まして、詳しくご説明をさせていただく予定でございます。 

委員の皆様には、今後も引き続き、本市の地域公共交通に対しましてご理解

とご協力をいただきますようお願いいたしまして、私の開会のあいさつとさせ

ていただきます。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。それでは、これより議事に移らせていただきたい

と存じます。進行につきましては、久喜市地域公共交通会議条例第７条第１項

によりまして、会長が議長となる旨、規定されております。 

 それでは、岡野会長よろしくお願いいたします。 

 

３．議題 

（１）久喜市市内循環バスの利用状況について 

 

 それではしばらくの間、議長を務めさせていただきます。不慣れではござい

ますが、滞りなく進行できますよう努めてまいりますので、委員の皆様には、

ご協力いただきますようお願いいたします。 

はじめに、会議録の署名委員についてでございます。 

本日の会議録署名委員は、前回からの順番ということで、松沼委員さんと大

迫委員さんにお願いしたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

それでは、お配りした会議次第に基づきまして、議事進行を進めさせていた

だきます。 

まず、議題（１）の久喜市市内循環バスの利用状況についてでございます。

内容につきましては、事務局から説明をいたしますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

≪資料１に基づき久喜市市内循環バスの利用状況を説明≫ 
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ありがとうございました。ただいま事務局から市内循環バスについて説明が

ございました。市内循環バスにつきましては、デマンド交通同様、昨年の１０

月２２日から、一部延伸をしたところがございます。今、久喜本循環と、除

堀・所久喜循環の２つの路線の利用状況についても説明をさせていただきまし

た。このことについて、質問等がございましたらお願いいたします。 

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

ないようですので、それでは、次に行かせていただきたいと思います。 

 

（２）久喜市デマンド交通の利用等の状況について 

 

議題（２）の久喜市デマンド交通の利用等の状況についてでございます。内

容につきましては、事務局から説明をお願いします。 

 

≪資料２に基づき久喜市デマンド交通の利用等の状況を説明≫ 

 

 ありがとうございました。事務局から説明をしましたが、昨年１０月から今

年の６月までの９箇月間のデマンド交通の利用状況の説明でございました。数

字につきましては、今年の３月に開催した前回の会議の中でも、その時点での

状況を説明させていただいているところでございます。今回はその後の利用状

況も加えまして改めて説明をしていただきました。利用状況におきましてご質

問がございましたら、お願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

 

デマンド交通の利用者の方は、基本的に往復を利用されている方が多いのか

お聞きしたいのですが。要するに、利用者数が１日あたり１人の方が２回乗る

と考えた方がいいのか。数が増えて利用者の年齢層も高齢者の方で約８０％以

上を占めている状況ですので、まさに交通弱者と呼ばれる免許を持たない方、

自身で運転をされない方が中心になっていると思います。たぶん帰りの利用も

されていてこれだけ数値が上がってきているということだと思うのですが、利

用実態として往復の利用があるかないかをお聞きします。 

 

 それではお答えいたします。本日データはご用意させていただいてないので

すが、多くの方が往復の利用をされているようでございます。と言いますの

は、目的地種別を見ていただいても分かると思うのですが、医療機関等が非常

に多いという状況がございます。あるいは、デイサービスセンターなどです。

午前中、目的地に向かいまして、デマンド交通で帰宅するという方が多いよう

でございます。 

 

 ありがとうございます。 

 

 鈴木委員さん。 

 

まずはデマンド交通、菖蒲地区の方においては、トップ２０のうちほとんど

が病院なので、前に言っていた菖蒲地区の病院が大変なのはこれで解決された

かと、そのとおりになって良かったと思います。車椅子利用の方が、顕著に１

月、２月、３月、４月だけ数字が出ているのですが、これは団体の方がご利用

になったのか、お分かりになればと思うのですが。普通の月ですと車椅子利用

の方が０とか４人ぐらいなのですが、２６年の１月、２月、３月、４月だけ２

０人とか３０人お乗りになっているので。 

 

 できれば、運行をお願いしている事業者さんにお願いできればと思います

が。 
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はい。菖蒲タクシーの方を運行しております明野と申します。受付をさせて

いただいている状況においては、車椅子の方はほぼ菖蒲地区の方で、４人か５

人の方です。この方が、その時期頻繁に、常時使っていただいているという形

になっております。以上です。 

 

 常連さんだったと。 

 

 そうですね。おっしゃるとおりです。 

 

稲葉委員さん。 

 

地区別利用者数の中で栗橋・鷲宮地区に対して菖蒲地区がものすごく尐ない

というのは、菖蒲地区は一部路線バスがあって、そこのところまでしか利用で

きない訳ですよね。乗り継ぎして行かれる訳で、直接は久喜の方には来れない

訳ですよね。そういう利用形態上、問題があって利用者数が尐ないのかなとい

う気がするのですが、いかがでしょうか。 

 

 乗り継ぎが不便であるから、利用者数が増えないのではないかということで

よろしいでしょうか。 

昨年１０月２２日にデマンド交通を運行開始するにあたって委員の皆様方に

は、多方面の視点からご検討いただいて運行することができました。本市にお

けるデマンド交通の役割というのは、基本的には、まずもって高齢者、障がい

者、交通弱者あるいは公共交通不便地域にお住まいのこれらの方の移動手段を

確保するために、民間事業者が運行する公共交通を補完するような形で運行す

るという位置付けを明確にして運行を開始したということは、ご理解していた

だいていると思います。 

そういう中で、運行エリア、乗り継ぎに関しましては、９箇月ほど経過して

きた訳ですが、この後また別途説明をさせていただきますが、利用者の方、利

用されていない方も含めていろいろな方のご意見を、アンケート等でいただき

たいというふうに考えております。その中で、民間公共交通事業者の方など

と、お互いにどういう形で補完関係ができるのかということを念頭に置いた上

で、より利便性が高くなるような形を模索していきたいというふうに考えてお

りますので、具体的には、これからまた会議におきまして皆様のご意見をいた

だきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

 よろしいですか、今の関係です。運行している立場としての感覚ですけれど

も、まず、乗り継ぎの部分です。栗橋・鷲宮地区ですが、鉄道駅は１３％しか

乗り継いでいないという部分がある。そうすると、それだけではないのかな

と。おそらく菖蒲地区においては、栗橋・鷲宮地区と人口比は３対１位ですか

ら、これでみると４対１位なので、そんなに差はないだろうと。あと菖蒲地区

の方は、もともと車文化がある程度あるところもあるので、結構高齢の方も車

に乗っているケースがあるように思います、鷲宮地区に比べて。今後、これが

浸透していけば、違ってくるのかなと。登録の人数においても、割合的には菖

蒲はまだ低い部分がありますので、そういう意味ではまだまだ車で大丈夫だと

元気なお年寄りが多い部分もあるのかな、というふうに私は思っております。

ですから、やはりメインは病院ということになると思いますので、あとモラー

ジュ、菖蒲地区はこの辺がほぼメインになっておりますが、おそらく今後の流

れは、もうちょっと増えてくるのかな、という気がしております。以上です。 

 

 おっしゃるとおり菖蒲地区と栗橋・鷲宮地区の人口は、３．２倍ですね。で

すから、計算すると、あながち尐ないという程でもないと思います。 

 

 １点だけ補足をよろしいでしょうか。資料の２の、一番最初のページをご覧
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になっていただきたいと思います。登録者数の比率ですが、菖蒲地区５１３人

で１５％。栗橋・鷲宮地区の合計ですと８２．６％程になります。菖蒲地区の

方の登録者数は１５％ですが、次のページの地区別利用者数を見ますと、利用

者数は２０．４％というふうになってございまして、利用頻度につきまして

は、栗橋・鷲宮地区よりも菖蒲地区の方の方が利用頻度が高い。それらの方に

ついては、利便性が高くなっているのかな、という気もいたします。 

 

 河原委員さん。 

 

私は菖蒲地区なのですが、利用されている方の話を聞きましたらデマンド交

通ができてよかったというお話です。その方はいつも病院に行ってらっしゃる

のですごく良かった、でも、せめて久喜の総合病院とか市役所くらいは…。エ

リアが違うけど、そういう希望がアンケートでこれから出てくるのかなと思う

のですけれど。やっぱり先程他の委員さんが言っていたように、菖蒲の方って

本当車に乗っているんですよね。ですから、デマンドもすごくいいのだけれど

も、車に乗っている方は自分で行かれるので、そういう点でやっぱり菖蒲って

尐ないなと、私も責任を感じているのですけれども。本当に、デマンドはでき

てよかったと、これから先ますます高齢社会に入って、今車に乗っている方

も、この先は乗れなくなることもありますので、デマンドは良かったなと思い

ます。 

 

 田嶋委員さん。 

 

菖蒲というところは、埼玉県のチベットという代名詞で東京でも通っていた

ものですから…。ただ、前回も言いましたけれど、宣伝というか啓蒙という

か、最近は総合支所の前にもデマンドのあるいはモラージュのところにも停留

所を作っていただきました。尐しずつ浸透して分かってきたのかなと思います

けれども、まだまだいろいろな機会に行政なりで宣伝してくれればと思いま

す。登録者は、これだけですと人口の本当一握りですし。 

また、私の三箇地区では、循環バスが延伸で来たからといって目がそっちへ

行ってしまい、今後アンケートとかの中でも宣伝していただければもっともっ

と利用者が多くなり便利になっていくのかなと思います。 

あとは、やっぱり今の菖蒲のまちを見てみると、商店も減ってしまいもぬけ

の殻ですよね。メインの通りが空き家になってしまって、年配の方が多くな

り、店自体もあれですけど。 

やはり、これから５年先、１０年先、私共菖蒲の人は、農家をやっている関

係で、車の免許証がないと百姓もできませんので、無理して運転はしているの

ですけども。「あと５年できるかな」ってそういうお年寄りの方が病院に行く

のに、菖蒲地区には、大きな病院がないんですよ。先ほど河原委員が言ってい

たように、せめて久喜総合病院まででも、あるいは久喜駅まででもっていうの

があればもっと利用は増えるんですけども。今後とも宣伝して登録者数を増や

していただきたい。 

それと、前回言っていただいたと思うのですが、総合支所の方でも問い合わ

せに答えられる職員を協力して増やしていただけばと思っていますので、よろ

しくお願いします。 

 

 大迫委員さん。 

 

 意見というものではないのですけれども、私も視覚障がい者のデマンド交通

を利用している方にお話を伺ったのですけれども、お使いをお願いして１時間

半でお迎えにきてくださいと言うと、必ずその時間で迎えにきてくださるとい

うことに驚いたり喜んだりするという話を聞きました。また、栗橋の病院へ行

きたいけども、その時間帯がいつもいっぱいでなかなか予約が取れないのでど
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うしたらいいのかという相談を受けましたけれども、これは時間的に病院は集

中するのかなと思うので仕方がないのでは、と思います。 

また、菖蒲の方で利用者が尐ないとおっしゃっていましたけども、私は学校

の関係に携わっているのですけども、菖蒲の学校に行きますと、どちらかとい

うと久喜駅よりも桶川駅を利用することが多いというようなことを聞きまし

た。その辺の事情もあるのではないのかと思うのですが、久喜よりも桶川の駅

の方が近いのでしょうか。ちょっと地域的なことは、私は分からないのです

が、いかがでしょうか。 

 

 私は栢間地区ですけれども、栢間地区は、桶川駅の方が全然近いのです。久

喜駅へ行くとなると、ちょっと遠くなって大変です。うちの方からですと、桶

川駅には車で１０分位で行くことができます。本当は、久喜の方で買い物した

りしてって思うのですけど、実際には、久喜へ出るのには早くて２５分位かか

ります。ですから、栢間から菖蒲に行ったときは、なるべく菖蒲で買い物をす

るのですが、なかなか普段の買い物ですと、桶川の方へ出てしまいます。 

 

でもやはり、この公共交通機関をうまく利用できれば、菖蒲の方も便利にな

ると思います。 

 

 菖蒲は駅があればいいのですが。駅がないもので。 

 

 すみません、ちょっとお伺いしたいのですけれど。今は、「よかったね、よ

かったね」の雰囲気なんだと思うのですけれども、実際いかがでしょうか。タ

クシー会社さんとしてデマンド交通が走って、普通のタクシーの売り上げが落

ちることはありますか。 

 

 私共は、栗橋・鷲宮地区で運行させていただいておりますが、医療機関、鉄

道駅へという方は、昔はタクシーに乗っていたという方がほとんどです。 

 

 菖蒲もやはり、そういう方が多いです。名前を見ると、昔、タクシーを使っ

ていただいていたな、というのはあります。 

だから、本当はタクシー業界としてなり、こういう公共交通は、今まで行け

なかった人が行く、というのがメインだと思うのですけど、まだどちらかとい

うと、タクシーを使っていた人がこちら（デマンド交通）を使うという流れに

なってしまっているので、我々としては、今まで外出していなかった方が外出

していただくというのが一番良いのかな、と思いながらやっているのですけれ

ど、単純にタクシー・バスからスライドしている雰囲気もなくはないな、とい

う気はしています。 

 

 その辺、利用者の方の使い方というのは、いかがでしょうか。 

 

 すみません、デマンド交通の運行が始まってから、「すごく便利になった」

という市民の皆さんの意見があると同時に、一方で「もっと便利になったらい

いのに」というような意見も市役所の方へ来ています。 

また、先程から委員の皆様から同様の意見が出されているのかと思いますけ

ども、先ほど鈴木委員のご質問に対する既存の事業者の方への影響というお話

がありました。 

本市におけるデマンド交通につきましては、路線運行ではなく区域内運行と

いうことで現在の運行区域で許可をいただいてございます。ということで、今

の運行エリアを変更する場合については、改めてこの地域交通公共会議の中で

意見を取りまとめていただいて、意見の合意形成がされたのち改めて申請をす

るような形になってまいります。このようなことから、いろいろな立場の方が

いろいろなご意見やお考えがあろうかと思いますけども、その辺につきまして
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は、またアンケートも含めましてそれらの意見を整理して、この会議の中で方

向性を導き出していきたいというふうに考えております。以上です。 

 

 循環バスのことでよろしいですか。 

市内全域の利用者の関係が２４年度と２５年度で５％位の減、久喜本循環が

１３％位の減、除堀・所久喜循環が８％位の減、この辺りの減の数字に関して

は分かるのですが、市としてはどのような分析をされているのかお伺いしたい

と思います。 

 

 例えば市内循環バスの延伸、再変更の影響ということで、利用数が減ってい

るというご指摘でございます。 

確かに数字を見ていただくと155,000人から148,000人へと減尐しています。

資料１のグラフを見ていただきますと、まず一点、今の路線バスの状況として

は、平成２５年度の当初から前年度を下回っている状況でございました。この

影響というのは、もう尐し詳しく検証していかないと分からない部分がありま

すが、それが１０月以降に一旦減尐幅が大きくなっています。ただその後、若

干持ち直してきているような状況にもなっております。私どもでひとつ考えて

いるのは、大きな影響があった久喜本循環でございますけれども、久喜本循環

につきましては、１０月２２日から、わし宮団地まで延伸をいたしました。こ

のことによりまして、わし宮団地周辺の方の利便性が良くなったということ

で、地域の方から感謝されております。ただ、その影響で、延伸距離はわずか

とは言っても、循環の運行時間というのが伸びてきます。その結果、久喜本循

環につきましては、従前に比べて２便、便数が減りました。この２便減ったと

いうのが、一番大きな減尐の要因ではないのかな、というふうに感じていま

す。また、この減った便が朝の８時台の便なので、その時間帯に利用されてい

た方々が利用しなくなった。ただ一方で、この辺は詳細が検証できていない部

分もございますが、前年にアリオ鷲宮ができて、民間事業者さんが駅とアリオ

鷲宮の路線を営業開始していますので、こういった影響もあるのかと。いずれ

にしても、一つは大きな要因として、全体でいうと一日６９便が６６便に３便

の減、そのうち２便が久喜本循環であります。除堀・所久喜循環につきまして

も、循環してくる運行時間が１０分程長くなっていますので、この辺も若干影

響しているのかな、というようなことを考えとして持っているところでござい

ます。 

 

 尐なくなった分については、バスの路線のあるところはバスを使い、そうで

ないところはタクシーを使われている方が何人かいる、という形になるので

しょうか。 

 

そうですね。一つは、久喜本循環というのは、駅から市街地を通ってくる比

較的短い路線であったということで、それは違う民間公共交通を利用されてい

る、あるいは、自転車などに変わったのかもしれませんし、代替の交通手段で

対応しているのかなということが考えられます。 

行政が行う公共交通というのは、利潤追求だけではなく、民間事業者さんが

幹線交通と言うならば、それを補うような形で利用者が尐ないところでも同じ

ように利便性を確保するような形で運行しています。ですから、代替の交通手

段をとるような地域の方は尐ないですし、新たに延伸したところにつきまして

は、今まで公共交通手段がなかったものですから、利用者が増えていると思い

ますが、人数的には尐ないような状況です。 

ただ、今後、今のダイヤに慣れてくれば、元の水準に近くはなってくるだろ

うと、こういうふうに予測はしております。 

 

 はい。分かりました。 
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岡野会長 

 それでは、関連してよろしいでしょうか。 

いくつか要因はあると思うのですが、資料１の表のところ、特に１月、２月

がドーンと落ちているのが目立ちます。これは朝日バスさんに聞いてもらって

もそうなのですが、路線バスは天候に大きく左右されます。今年の１月２月は

ものすごく寒くて、寒いとあまり外に出て行かない。この１月、２月だけで、

対前年２，５００人くらい落ちてしまいました。正直そういう意味では、悪条

件が重なってしまったということが一つ。 

あとは、先程おっしゃられたとおり、便数が６９便から６６便に減りまし

た。細かいパーセンテージになりますが、割合にすると４％くらい落ちていま

す。皆さん、普段バスや電車を使うと考えた時に、一般の路線バスなら、自分

の都合をバスの時間に合わせるときに、我慢して１５分から２０分なら待つか

と思うのです。コミュニティバスの場合ですと、路線や本数が尐ないと分かっ

ているので、それでも３０分が限度かと思います。気の短い方なら、１５分も

待っていられないよと思うのです。そうすると、やはり一便に乗る人数という

のは、時間帯の帯というのが決まってくるので、そうすると便数が減ったこと

が、そのままトータルの利用人数に響いてきてしまうのかなと思います。便数

の減り方と利用人数が、ほぼ比例しています。 

一方で、除堀・所久喜循環は、増えている月があったりして、これはどうい

うことかと。例えば４月は増えている、あるいは、減るところは思い切り減っ

ていたりして、あまり平準化になっていない。これはどういうことか言うと、

ごめんなさい、ちょっとよく分からないです。 

全体を大枠で言えば、そういうことかなと思います。特に、久喜本循環は、

今まで便数が多いのが魅力だったので、どうしても若干考慮されてしまう。そ

の分、アリオさんの方の一般路線バスに移行された方が多いのかなと思いま

す。となれば、逆に言えば久喜本循環以外の全体にとってみれば、新しい路線

も入ったし、良いことなのかなというような気もします。 

 

 ありがとうございます。 

 

 大迫委員さん。 

 

 話が重複しますけど、私も久喜市のふれあいセンターで障がい者の集まりと

かでいろいろな話をします。昨年は天候が非常に不順だったですよね。皆さん

が自宅から市内循環バスのバス停まで歩いて行くのも大変だから、どうしても

タクシーを利用している方が多かった、という話を聞いています。やはり天候

に左右されるということも多いのではないかと思います。 

 それから、市内循環バスは、路線の時間帯が一時間に１本位しか出ていない

ので、それに合わせて自分たちが行動するというのもなかなか大変です。天候

が悪いと利用できなくなってしまうということも、利用者から伺ってきまし

た。 

 

 ただ今、各委員さんから利用者の変化について分析などをしていただきまし

た。他にございますか。 

それでは次の議題に移らせていただきたいと思います。 

 

（３）久喜市デマンド交通に関するアンケート調査について 

 

議題（３）久喜市デマンド交通に関するアンケート調査についてでございま

す。では、内容につきましては事務局からいたします。 

 

≪資料３に基づき久喜市デマンド交通に関するアンケート調査（案）を説明≫ 

 

 ただいま事務局からデマンド交通に関するアンケート調査について説明いた
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しましたが、この件に関しましてご質問がございましたらお願いいたします。 

 田嶋委員さん。 

 

 何人位のアンケートを予定しておりますか。 

 

 ５００人から１，０００人程度ということで考えております。詳しい内容に

ついては、また内部で検討してから実施していきたいと考えております。 

 

鶴岡委員さん。 

 

 デマンド交通の未登録者が対象になっていると書かれているのですが、未登

録者はなぜ登録しないか理由を聴いていただければいろいろな意見が出てくる

と思います。できれば、そのようなことも聴いていただければと思います。 

 

 ありがとうございます。そのような項目も検討させていただきたいと思いま

す。 

 

高橋委員さん。 

 

 このアンケートについては、１０月以降に実施するということですが、この

アンケートの結果を受けて、またデマンド交通の周り方などを見直していくの

でしょうか。 

 

 アンケートの結果を整理して、結果を皆さんにご提示させていただきます。

その中には、「できること」と「できないこと」があろうかと思いますので、

本市におけるデマンド交通の趣旨を踏まえた上で、市民の方々のご要望を整理

するとともに、改善できるところについては、この会議の中で具体的に検討し

ていただきたいというふうに考えております。 

 

よろしいでしょうか。その他に、田嶋委員さん。 

 

 年齢も考慮して配布するのでしょうか。交通弱者、あるいは高齢者などを対

象にできたのがデマンド交通の出発点ですから、若い方にたくさん配ってとい

うわけではなく、その辺を考慮して行っていただければ良いかなと思います。 

 

 対象者を抽出する際に、そういったことも考慮させていただきながら実施し

ていければと考えております。 

 

鈴木委員さん。 

 

 併せてですが、先程菖蒲の方が、高齢になられても車を運転されているとい

うお話がありましたが、「何歳まで運転するつもりですか」というのを、今後

の久喜市の交通計画を考えたときに、例えば、今７５歳の方がボリュームゾー

ンとして多いとして、その方々が８０歳になって車を運転しなくなると、５年

後は大変なことになってしまうことを想定して、検証していかなければならな

いと思います。私は、自動車販売店もやっていますので、逆に言えば、いつに

なったら車に乗らなくなるというのも心配なのですが、公共交通では、いつに

なったらバーンと増えるのだろうと。先程、デマンド交通でも乗り切れない時

間帯があり、病院に行くのに予約ができないというお話もありましたが、それ

もある程度、推測ですけど考えなくてはいけないのかなと思います。 

 もう一つ、今ガソリン価格がものすごく上がっています。私は、仕事の都合

上、どうしても車を手放すことはできませんので、ガソリン価格がリッター 

３００円、４００円になっても乗り続けなければならないだろうなと思うので
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すが、個人の方ならばリッターあたり２００円を超えたなら、乗らない方が増

えるのではないか。２００円の世界は、もう届くような気がしているので、机

上ですが、年齢という一つのグラフとガソリン価格というもう一つのグラフで

見てみますと、今までは、車が運転できないイコール交通弱者でしたけども、

これからは、運転したいし、運転できるのだけども、経済的理由であきらめな

きゃならないという方も、交通弱者に入ってくるかもしれないということも考

えなければならない。そうすると、「いつまで運転しますか」と、「ガソリン

代がいくらになったら車の運転をやめますか」というのも必要かと。前に調べ

たところ、リッター２５０円で半分の方が車をやめると言っていたので、 

２００円で確か２０％位入ってくると。この会議では、５年、１０年先を考え

ていくのが良いのかなと思いました。 

 

 菖蒲の小林、栢間、三箇地区は、田園地帯ですから、農家をやっていて８０

歳を過ぎた方が、久喜警察署に免許の更新に行くと、もうそろそろ運転を辞め

ようかと思うこともあるようですが、農業の仕事で車を運転する必要があるか

ら、結局は、免許の更新をするようです。 

また、農家の方は、朝晩田んぼの水を見て回る訳ですけれども、最近は、軽

トラを使わず自転車を使っている人も多いです。ガソリン代が高くなったの

で、自転車に乗って田んぼに行く人も多くなりました。余談ですが、鈴木委員

が言ったように、そんな状況もあるようです。 

 

 ガソリン代は、まだ、埼玉県は他に比べて、10円、15円安いですけれどね。 

 

木部委員さん。 

 

 アンケートをとっていただくということで、登録者の方については、現行の

運行や形についての満足度というものをとっていただいた方が良いと思ってい

ます。当然、その市の負担によって運行がなされているものなので、その負担

の限界というものもありますし、利用者へのニーズの対応との天秤がある訳で

すけれど、ある意味、利用者の方がどこまで満足をしていただいているのかと

いうこと事態が、今後、今の形態とかデマンド、コミバスを維持していくメル

クマールというか基準になってくると思うのです。そういうことをやっておく

と、あまり聞きすぎると、利用者の方は、ここも、あれも、ということになる

のですが、現行の形について、どのくらいの評価をしてくれているのかという

ことは正直に聞かないとなかなか表に出ないと思います。できればこれだけの

利用者がいる久喜市の形態については、是非とも埼玉県の他の市町村の例にな

るような形で、利用者の方の満足度をしっかり把握するようなアンケートを構

成していただけないかと思っております。お願いですので、特に意見という訳

ではないのですが、可能でしたらご対応いただきたいな、と思っております。 

 

 貴重なご意見ありがとうございます。参考にさせていただいて、具体的に検

討してまいりますのでよろしくお願いします。 

 

 他にアンケートに関してございますか。ないようでしたら、次の議題に移ら

せていただきます。 

 

（４）久喜市デマンド交通の愛称及び車両デザインの募集について 

 

 久喜市デマンド交通の愛称及び車両デザインの募集についてでございます。

内容につきましては事務局から説明をいたします。  

 

それでは、デマンド交通の愛称及び車両デザインの募集についてでございま

す。デマンド交通は、昨年１０月に運行を開始いたしまして、車椅子用リフト
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付きのワンボックスタイプの車両を、それぞれの地区で１台ずつ使用しており

ます。この車両につきましては、現在、「久喜市デマンド交通」と記載してあ

るマグネットを車両に貼り付けまして、目立つように表示して、運行しており

ます。 

 今後、このデマンド交通が、より市民の方から親しみをもっていただき、積

極的に利用していただけるよう、このデマンド交通に愛称を付けていただき、

併せて、車両にラッピングのデザインを付けて運行を行っていこうというもの

でございます。このことにつきましては、市民の方に広く公募を行う予定でご

ざいます。 

 今年度は、久喜市が合併して５周年という節目の年になりますので、このよ

うな取り組みを行ってまいりたいということでございます。以上でございま

す。 

 

 公募の方法について説明してください。 

 

 公募の方法は、市の広報紙、ホームページに掲載するほか、市内公共施設に

ポスター、チラシを掲示しまして、より多くの方に応募していただきたいと

思っております。 

 

ただいまのデマンド交通の愛称、車両デザインの募集に関し、ご質問はござ

いますでしょうか。 

野本委員さん。 

 

 それは、親しみやすくもっと利用していただくために行うのですか。もっと

利用していただくということであれば、それでしたらもう充分、予約が取れな

い状況ですよ。予約が取れない時間帯もある状態なのに、それは必要なのです

かという疑問を持ちました。 

 

 野本委員のご質問のとおりでございまして、おかげさまで確かに利用者数は

増えてきております。ただ、デマンド交通そのものをまだ知らない方もいらっ

しゃいますし、そういったことも含めて久喜市のデマンド交通に、親しんでい

ただいて利用していただくためのものでございまして、そのためのアイデン

ティティーも含めて愛称とデザインを募集するものでございます。また、募集

することにより、さらにより多くの方にＰＲできるのではないかというふうに

考えております。確かに、今、予約が取れない時間帯もあるということですけ

れども、これは、逆にうれしい悲鳴でもあります。一方で、菖蒲地区ではまだ

まだ伸びる余地もあるのではないかと思いますので、そういったことで愛称と

車両デザインを募集をして、起用してまいりたいと考えております。以上で

す。 

 

大迫委員さん。 

 

久喜市の周辺の地域でデマンド交通をやっているところで、愛称を付けられ

ている事例がございますか。どのような愛称があるのでしょうか。 

 

 近くでは、北本市、鳩山町、加須市、茨城県の古河市など、デマンド交通を

運行している自治体は、全国でたくさんあります。すみません、手元に資料を

持ってきてないので具体的な例をいくつか紹介することはできないのですが、

多くのところでデマンド交通の愛称とオリジナルデザインを採用しているよう

でございます。一例ですが、隣の加須市では、「かぞ絆号」という愛称です。

地域をイメージするようなデザイン、あるいは愛称を使っているところが多く

て、やはり同様に市民の方々に公募をして決定しているというような自治体が

多いようでございます。 
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 デマンド交通を利用している方はデマンドについてお分かりになってらっ

しゃると思うんですけれども、年配の方は、言葉自体が分からないという方が

結構たくさんいらっしゃいます。ですから、分かりやすい愛称を付けること

は、良いことだと思います。予約が取りづらいというのは、時間帯が大体集中

するのであって、他の時間帯ではまだまだだと思います。 

 

 ありがとうございます。他にご意見ございますか。ないようでしたら次の議

題に移らせていただきます。 

 

（５）久喜市デマンド交通の８０歳以上の方の利用料金の割引について 

 

それでは（５）の久喜市デマンド交通の８０歳以上の方の利用料金の割引に

ついてでございます。事務局の方から説明をいたしますのでよろしくお願いい

たします。 

 

（５）久喜市デマンド交通の８０歳以上の方の利用料金の割引についてでご

ざいます。 

本市のデマンド交通でございますが、現在、何種類か割引制度を設けてござ

います。例えば、身体障害者手帳の１級、２級、３級、療育手帳の○Ａ、Ａ、Ｂ

及び 同伴の介護者、精神障害者保健福祉手帳の 1級、2級の方は、半額の 

１５０円となっております。また、小さなお子さんに対しまして、保護者１人

に対し小学生未満の方１人を無料にするとか、１歳未満の小児を無料にすると

か、このような制度もございます。さらに、回数券による割引というものもご

ざいまして、１０回分の料金で１１回乗れるというものです。 

 また、ご承知の方もいらっしゃると思いますが、今年市長選挙がございまし

て、市長の公約に８０歳以上の方に割引制度を導入することが掲げられたとこ

ろでございます。新たな割引制度を導入するにあたりましては、今後、どのよ

うに行っていくのかということを、この地域公共交通会議の場で、委員の皆様

のご意見をお伺いしながら取り組んでまいりたいと考えております。以上でご

ざいます。 

 

 ただいま事務局から、デマンド交通の８０歳以上の方の利用料金の割引につ

いての説明等がございました。これにつきましては、事務局の方から説明した

とおり、田中久喜市長の公約の一つとして掲げられています。 

これにつきましては、運賃、利用料金に関わることでございますので、今

後、この会議の中で協議が整った場合には、国、運輸局に対しまして、申請手

続きを行っていくようなことになると思います。今回は、事務局の方から、今

このような考えがあるということをご提案申し上げましたが、今後、協議を進

めていきたいと思いますが、このことに関し、現時点でご意見等がございまし

たら伺いたいと思います。何かございましたらお願いいたします。 

 高橋委員さん。 

 

割引というのは、具体的にどれくらいの割引をお考えですか。 

 

現在３００円ということで設定しております。それを半額の１５０円にする

のが、市長の公約でございます。 

 

 関委員さん。 

 

 それは、どなたかから要望があったのですか。 

 

 デマンド交通の運行が始まって、いろいろな市民の方からいろいろなご意見
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を直接、あるいは間接的にいただいております。 

例えば、今回のことにつきましては、市長の公約の一つとして掲げたもので

すけども、我々の方で聞いている市民からのご要望につきましては、今３００

円のデマンド交通の利用料金を、循環バスと同じ１００円にして欲しいという

ご意見が何件も寄せられてきております。循環バスとデマンド交通は、運行形

態がまったく違うもですので１００円にするのは難しいとは思いますが。 

また、一つとしましては、先程ご質問がありましたけれども、高齢者の交通

安全対策や環境面などいろいろな側面から、自家用車の利用から公共交通の利

用にシフトするなど、それぞれの分野から方向性が示されております。こう

いった中から、８０歳以上の高齢者の方がより利用しやすくなるように、割引

制度を導入するという公約に繋がっているというふうに考えております。 

 

 そうしますと先程野本委員さんがおっしゃったように、時間帯によっては予

約を入れられない時間帯があるということで、その割引制度を導入するとさら

に予約を入れるのが熾烈になるのではないかと思いますが、いかがですか。 

 

 それによって利用者が増えていただければ、これはまた嬉しいことですけれ

ども、利用したい時に利用できなくなることも、あるかもしれません。今現在

は、どこまでの影響が出るのか分からない部分がありますけれども、その時、

また課題としてそういった問題が出てくれば、再度検討していくことになると

思います。 

いずれにいたしましても、利用料金につきましては、運輸局に申請をしなけ

ればなりません。この地域公共交通会議で、利用者、事業者、関係機関の

方々、それぞれの立場の違う方々の意見の合意形成をすることが、前提条件に

なってございますので、皆様方に具体的に検討していただくことになるかと思

います。 

 

 三保谷委員さん。 

 

 杉戸県土整備事務所の三保谷です。８０歳という年齢ですが、今のお話で市

長の公約ということを伺ったのですが、それだけの理由で８０歳に設定すると

いうのは、市民の理解が得られるかどうか。７０歳の方もいらっしゃいます

し、７５歳の方もいらっしゃいます。そのあたりで、はたして理解が得られる

のかという気がするのですが。 

 

 先程の資料２の３ページ目をご覧になっていただきたいと思います。デマン

ド交通を運行開始してから約９箇月程経過していますが、高齢者の方に多く利

用していただいておりまして、８０歳以上の方、８０歳代ですと３０．８％、

９０歳代で１．３％、１００歳を超えている方も合計延べ３人の方が利用され

ております。 

８０歳が妥当なのかどうかということですが、例えば、健康保険制度です

と、７５歳以上が後期高齢者医療制度という制度もございます。また、一般的

には、高齢者の区分として、６５歳以上というような捉え方もございます。い

ろいろな場面で、高齢者の捉え方が異なるような状況にございます。そういっ

た中で、本市では８０歳以上の方を対象に軽減をしたいということでございま

す。８０歳が良いのか、７５歳が良いのか、あるいはもっと高齢が良いのかと

いうことにつきましては、いろいろなご意見があろうかと思います。 

 

明確な根拠があれば、良いと思いますが。 

 

補足でよろしいでしょうか。８０歳という一つの年齢区分ですけれども、介

護認定の関係がございます。本市では、要介護認定の率、割合が、８０歳にな

ると急激に上がってくるという傾向がございます。今手元に詳しい資料がない
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のですが、年代別の要介護認定の率等も検討してございます。８０歳という年

齢は、要介護認定の面から見ても妥当であろうというような考えでございま

す。 

 

 鈴木委員さん。 

 

 運転免許証を自主返納される方に、優遇措置を付けるということはよくあろ

うかと思います。警視庁の方がおっしゃっておりましたが、高齢者の交通事故

率が非常に高く、損害保険会社も任意保険は成り立たなくなってしまうという

話をしておりました。死亡事故一人を減らすのに何億円、何十億円というコス

トをかけて行うということを聞いたことがあります。そういったことを考えれ

ば、久喜市の中で、公共交通が便利になると同時に、交通事故を減らすと考え

ていけば、高齢者の方で運転免許証を自主返納をされた方に限るとか、確か

に、それだけですと、元から運転免許証を持っていない人は優遇されないのか

と言うことも出てくるかもしれませんが、例えば、そういう考え方もあるのか

と思います。それによって、マイカーからデマンド交通だとかコミュニティバ

ス、路線バスに移行していただくことになり、交通事故を減らすという役割も

公共交通の中に一つあるのかなと思ったりしました。あくまでも、思ったとい

うレベルですが。 

 

 要介護認定の関係では、要介護者が８０歳から急に増えるということで、そ

ういった面では外出支援というようなデマンド交通の役割もございます。８０

歳を過ぎても外出の機会を減らさないようにということで、ひとつの線を８０

歳とするという説明です。よろしいでしょうか。 

 ほかによろしいですか。高橋委員さん。 

 

 よろしいでしょうか。年代別の数字が出ていまして、先ほども３割という話

がありましたけれど、やはりデマンド交通のような非常に便利な交通体系を利

用するに当って、尐しハードルを下げるというだけで、ドッと多くの方が流れ

てくるというのは間違いないと思うのですね。私共も、デマンドを受けている

ところがありますが、例えば、予約の日を前日から３０分前までに変える。

たったそれだけのことでも、倍くらい利用者が増えてしまって、その結果、既

存の交通事業が、壊滅的な状態になっているというのも事実なのです。 

久喜市さんはデマンド交通の利用を上げるということに非常に集中されてい

るようでありますけども、もう尐し全体を俯瞰して見られた方がよろしいので

はないでしょうか。１５０円という数字は大丈夫かなという気がして仕方ない

です。 

 

 関委員さん。 

 

利用が低迷している状況下においては、これから導入するという意味で適当

かなと思うのですが、予約が取れない時間帯があるという現在の状況を承知の

上で行うというのは、まだ、時期尚早かと思います。受け皿がしっかりしてか

らやられた方がいいのではないかなと、個人的には思います。 

 

 明野委員さん。 

 

 金額の部分ですが、１０月から白岡市でも導入します。白岡市は一回５００

円です。最初３００円の話も出たのですが、予算が足りないということで 

５００円になりました。 

予算がどういうふうな形になっているかというのも考える必要があると思い

ますので、全体的な受け皿っていう部分も含めて、ここで結論を出さないにし

ても、これを一つだけ出されるのもおかしい気がします。他の皆様のアンケー
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トを見て、その中でどういう組み合わせにするかという考え方をしなければな

らないと思います。失礼ですけど、これだけ出すのはおかしいかなと思いま

す。ここでは、結論を出さないということなので、これ以上は言いませんけれ

ど、出すならばすべてのものを出して、その中でどういう組み合わせが良いか

というのを考えていただいた方がいいのかと思います。 

 

 他にございますか。では、(５)の利用料金割引について、ご意見をいただき

ました。これにつきましては、アンケート調査、また、今回説明はありません

でしたが、事業者さんに調査をお願いすることも考えておりますので、その中

で協議を進めて行きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 どうもありがとうございました。以上をもちまして、本日予定していた議事

はすべて終了いたしましたので、ここで議長の任を解かせていただきます。ご

協力ありがとうございました。 

 

４．その他 

 

 ありがとうございました。それでは次第の４その他でございます。 

 委員の皆様から、何かございますでしょうか。 

 

 バス協会から、時間をお借りしてお話させていただきます。バス協会は、公

共交通機関や路線バスが会員になっているというのがあるのですけれども、観

光バス、貸切バスもバス協会の会員になっております。その中で、観光バス路

線バスをトータル的に事業を行っている協会でございます。 

今回、公共交通機関とは違った形になってしまいますが、実は、貸切バス

は、４月から、新しい運賃制度がスタートしたということをお知らせさせてい

ただきたいと思います。今までいろいろな形で、国からも補助的なものあった

のですけども、実は十数年運賃の値上げがなかったということがあります。そ

ういうことと、最近事故が多いということで、安全に対してコストをかけてい

かなければならないということで、新しい運賃体系ができたということであり

ます。このことに関しましては、彩の国だよりの７月号にも掲載させていただ

いております。今後、観光バスを利用される際には、新しい運賃ができたとい

うことをご理解いただき、また、周知していただければと思います。こういう

形で事業者の安全を重視して、協会としても事業を行ってまいりますので、ご

理解いただければと思います。参考にということでお話させていただきまし

た。以上です。 

 

 鶴岡委員から説明がありましたがよろしいでしょうか。 

そのほか委員の皆様から何かございますか。もしなければ事務局の方から一

点ございます。委員の皆さまにおかれましては、現在委員としてお願いしてい

て、任期は今年の１０月４日までとなっております。今年度、この地域公共交

通会議の開催予定でございますが、次回は新たな任期になる１０月以降を予定

しておりまして、現在の委員の皆様におかれましては最後の会議となります。

皆様方には、この２年間、デマンド交通の運行まで、また、運行後も含めまし

て、多大なるご尽力をいただきまして誠にありがとうございました。今後とも

さまざまな形でお世話になろうかと思います。よろしくお願いいたします。ま

た、引き続き委員になられる方もいらっしゃると思いますけど、どうぞよろし

くお願いたします。ありがとうございました。事務局の方からは以上になりま

す。 

 それでは、以上をもちまして、地域交通公共会議を閉会とさせていただきま

す。閉会のごあいさつを柴木副会長からお願いいたします。 

 

 皆様、大変お疲れ様でした。まずは行政の職員の皆様、こういった形でいろ

いろな資料を我々にお示しをいただきまして、ありがとうございました。 
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また、この地域公共交通会議には、私は、検討委員会から４年程出させてい

ただいているのですけれども、ようやくこのデマンド交通がしっかりと運行さ

れ、ここまで我々が想定した、思い描いた形を具現化していただきました。事

業者の皆様、本当にありがとうございます。感謝を申し上げます。 

そして、この努力が、また、今後いろいろな形で多尐変わるかもしれませ

ん。先程の料金もそうですし、地区を越えたサービスが本当に良いのかどう

か。やはり、公共交通は、事業者の皆様の利益をあまりにも奪い過ぎると、今

後、我々は、逆に不便になるかと思います。そのバランスを、公共交通検討会

議において、皆様からしっかりと忌憚のないご意見を出していただきながら本

日までやってこられましたことは、私も参加させていただき、いろいろな経験

をさせていただいて、本当に感謝を申し上げます。先程職員の司会の方から、

本日でこの任期満了まで次の会議はないだろうというお話しがあり、皆様と顔

を合わせることが本日最後になるかと思いますが、皆様のご健康、ご多幸、そ

して、事業者の皆様のますますの繁栄を御祈念申し上げまして、閉会のあいさ

つとさせていただきます。 

皆様、お疲れ様でした。 

 

 ありがとうございました。以上をもちまして平成２６年度第１回久喜市地域

公共交通会議を終了させていただきます。 

本日はお忙しいところ、大変ありがとうございました。 
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会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。(注) 

 

 

     平成２６年 ８月２０日 

                          

  大迫和子   

 

  松沼精治   

 

 

（注）特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。 

 


